
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

 

事業名 №70 つどいの広場運営事業 担当課 子育て支援課 予算費目名
款 項 目 

３ ２ ５ 

事業概要 

及び目的 

 地域子育て支援センターの広場型として、商店街やマンションの空き店舗を活用

し、身近な地域で、主に０歳～３歳の乳幼児とその保護者が気軽に集い、打ち解けた

雰囲気の中で語り合い交流を図り、育児相談などを行う場を提供することにより、孤

立しがちな子育て家庭の負担軽減を図る。 

成 

果 

目 

標 

成果指標 利用者数 
年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 10,394,000 7,464,000 7,211,000 7,295,000

計画値 33,000 人／年 
決算額（単位：円） 9,853,782 7,161,270 7,103,481

従事職員数 6 6 6 6

事業の 

位置づけ 

章 １ 豊かな人間性と暖かさを育むまち ★左記施策（号）との結び付き 

 主に在宅で子育てする家庭の遊び場の提供に留まらず、相談受付や情報の

提供など、幅広いサービスを無料で提供している。このことは直接的に「子

育ち・子育て支援施策の充実」に大きく貢献している。 

従事延べ日数 1,440 1,560 1,560

節 ２ 保健・医療・福祉環境の整備 

民間活力の導入

現状は？：□実現している ■将来可能性はある □将来困難だが可能性はある □余地なし 

項 ３ 高齢者福祉・障害者福祉・児童福祉などの充実 相手は？：□市民  ■市民活動団体  ■企業・学校等 

号 ３ 子育ち・子育て支援施策の充実 形態は？：委託 

2．進捗状況 平成 21 年 7 月 13 日記入  平成 22 年 5 月 18 日記入  平成 23 年 4 月 22 日記入 

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定 実施 
実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定 
実施 

実施計画の予定

年度終了後 
実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 

完了した事項 

・２箇所目の施設「きらっ子ルームおおくぼ」を開設 

・「きらっ子ルームやつ」、「きらっ子ルームおおくぼ」の

運営 

 ・つどいの広場「きらっ子ルームやつ」、「きらっ子ルーム

おおくぼ」の運営 

・ 

 ・つどいの広場「きらっ子ルームやつ」、「きらっ子ルーム

おおくぼ」の運営 

・ 

 

継続している 

事項 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

未着手事項 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

改善案 

 

 

 

成果指標  成果指標  成果指標 

実績値 

31,022 人 

達成率 

94.0％ 

実績値 

31,361 人

達成率 

95.0％

実績値 

33,115 人

達成率 

100.3％

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。 平成 21 年 7 月 24 日協議実施  平成 22 年 6 月 9 日協議実施  平成 23 年 4 月 22 日協議実施 

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充   ○  

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性

拡充   ○  

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性 

拡充   ○  

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

 子育て中の親子の交流の場の提供、育児不安の緩和を目的にした施設であり、受

益者負担（使用料）を求めることは考えていない。また、施設の認知度が高まって

おり、利用者の増を見込んでいる。 

★上記を選択した根拠 

 職員は正規職員を配置せず、臨時的任用職員で運営している。また、施設は賃貸

物件であり、コストに大きな変動はない。新型インフルエンザ対策により、休館し

た期間もあったが、利用者は増加しており、成果は拡充していると捉えている。 

★上記を選択した根拠 

 親子が自由に交流できる施設として、商店街や空き店舗を活用したことにより、

その地域のイメージアップ、また、集客にも貢献している。昨年度は地震で休館し

た時期もあったが、成果目標の計画値を超える利用者数があり、増加傾向である。

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

 利用者数も増えており、好評を博していると捉えているが、さらに利用者の声を

聴き、改善すべき点があれば改善することで、よりよい施設運営が可能になると考

える。 

 親子が自由に遊び、交流する場の提供としての機能は果してきていると考えてい

るが、市民のニーズは変化しており、変化を捉え、柔軟に対応する必要がある。そ

のためにも、利用者の声を聴くなど、状況把握に努める。 

 様々な家庭環境の親子を受け入れる雰囲気づくりを更に進めるとともに、よりよ

い業務の推進のため、こどもセンターとの連絡会議を開き、情報及び意見交換、ま

た職員の資質向上に努める。 

前年度改革案の 

実施状況 

□実施 □一部実施 □検討中 ■その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

 平成 19 年度開始事業のため、前年度の改革案はない。 

□実施 ■一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

 施設運営の中で、利用者の声を聴き、施設内の配置変更や備品整備に努めました。

□実施 □一部実施 ■検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

 各きらっ子ルームにアンケートボックスを設置し、広く利用者の声を収集する。


